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秀麗富嶽 12 景・九鬼山より

　

戦
争
法
強
行
採
決
か
ら
２
か
月

目
の
11
月
19
日
、
国
会
正
門
前
集

会
に
９
千
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
人
々
の
怒
り
は
持
続
し

て
い
ま
す
。

　

集
会
発
言
者
の
多
く
が
、

パ
リ
の
同
時
テ
ロ
事
件
に
言

及
し
ま
し
た
。
世
界
的
な
対

テ
ロ
戦
争
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
テ
ロ
組
織
を

生
み
出
し
た
の
は
、
ア
メ
リ

カ
の
戦
争
政
策
で
す
。
そ
れ

を
操
っ
て
い
る
の
は
軍
需
産

業
で
す
。
戦
争
が
な
く
な
れ

ば
企
業
と
し
て
成
り
立
た
な

い
か
ら
で
す
。
こ
れ
に
日
本

も
加
わ
ろ
う
と
い
う
の
が
戦

争
法
制
で
す
。
悪
魔
に
魂
を

売
る
こ
と
を
止
め
さ
せ
る
た

め
に
、
戦
争
法
を
廃
止
し
、

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
政
策
に
協

力
し
な
い
国
の
施
策
を
確
立

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

安
倍
の
進
め
る
政
策
は
、
大
企

業
に
奉
仕
し
、
勤
労
国
民
を
奈
落

の
底
へ
突
き
落
す
も
の
で
す
。
原

発
再
稼
働
、
資
本
優
位
の
社
会
を

め
ざ
す
労
働
法
制
改
悪
、
大
企
業

優
位
の
税
制
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
自

体
、
大
企
業
や
大
資
産
家
の
資
産

を
大
幅
に
増
や
す
た
め
だ
け
の
政

策
で
す
。「
富
め
る
者
が
富
め
ば
、

貧
し
い
者
に
も
自
然
に
富
が
し

た
た
り
落
ち
る
（
ト
リ
ク
ル
ダ

ウ
ン
す
る
）」
と
い
う
経
済
理
論

を
安
倍
は
信
奉
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
説
を
裏
付
け
る
統
計
も
歴

史
的
事
実
も
全
く
存
在
せ
ず
、

逆
に
貧
富
の
格
差
の
拡
大
が
経

済
成
長
を
大
幅
に
抑
制
す
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
誤
っ
た
理
論
を
ふ
り

ま
く
の
は
、
大
企
業
本
位
の
姿

勢
を
ご
ま
か
す
た
め
で
す
。

　

来
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
で

ね
じ
れ
国
会
を
作
り
出
す
ま
で
、

毎
月
19
日
の
国
会
前
集
会
を
中

心
に
様
々
な
日
と
場
所
で
、
行

動
が
行
わ
れ
ま
す
。
街
頭
に
出

る
こ
と
が
困
難
な
人
も
「
戦
争

反
対
」
の
意
思
表
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
２
千
万
人
署

名
で
す
。
圧
倒
的
な
署
名
に
よ
り
、

安
倍
政
権
退
陣
を
迫
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
一
歩
は
み
ん
な
で
署
名
に
協

力
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

戦争法廃止
安倍退陣！

２千万人署名にご協力ください

国
会
前
は
怒
り
の
渦

安
倍
政
治
の
ウ
ソ

参
院
選
で
ね
じ
れ
を

12 万人が国会を包囲した８月 30 日の国会大行動
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講
師
は
、
冒
頭
で
「
癌
と
認
知

症
の
ど
ち
ら
に
か
か
り
た
く
な
い

か
と
問
う
と
、〝
認
知
症
〟
を
上
げ

る
人
が
多
い
。」
と
、
認
知
症
に
対

す
る
誤
解
を
解
く
こ
と
が
必
要
だ

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
、
脳
細
胞
が
死
滅
ま

た
は
機
能
低
下
し
、
物
忘
れ
等
の

障
害
が
起
き
て
生
活
に
支
障
が
出

た
状
態
を
い
い
、
生
活
に
障
害
が

出
て
い
な
け
れ
ば
、
認
知
症
と
い

わ
な
い
。
認
知
症
は
、
原
因
に
な

る
病
気
に
よ
り
分
類
さ
れ
、
最
も

多
い
の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
。

　
「
う
ち
の
嫁
は
ご
飯
を
食
わ
せ
て

く
れ
な
い
」
と
嘆
く
等
の
記
憶
障

害
、
今
日
は
何
月
何
日
何
曜
日
か
、

何
時
か
、
自
分
の
い
る
場
所
、
今

話
し
て
い
る
相
手
を
認
識
で
き
な

い
（
見
当
識
障
害
）
や
、
料
理
に

ど
の
調
味
料
を
使
う
か
等
の
日
常

生
活
の
些
細
な
こ
と
も
判
断
で
き

な
く
な
る
（
理
解
・
判
断
力
障
害
）

な
ど
が
症
状
の
典
型
例
。

　
「
老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ
」
は
経

験
の
一
部
を
忘
れ
る
も
の
で
、
ヒ

ン
ト
が
あ
れ
ば
思
い
出
し
、
日
常

生
活
に
支
障
は
な
い
が
、「
認
知
症

に
よ
る
記
憶
障
害
」
は
経
験
の
全

体
を
忘
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
ヒ
ン

ト
が
あ
っ
て
も
思
い
出
さ
ず
、
日

常
生
活
に
支
障
が
あ
る
。

　

比
較
的
わ
か
り
や
す
い
症
状
と

し
て
は
、
①
外
出
す
る
機
会
が
減

る
。
②
手
の
込
ん
だ
料
理
を
作
ら

ず
、
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
作

る
。
③
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
。

④
小
銭
の
区
別
や
組
み
合
わ
せ
が

で
き
な
く
な
り
、
財
布
の
中
が
小

銭
で
パ
ン
パ
ン
に
な
る
等
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
見
つ
け
た
ら
要
注
意
。

　

老
化
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
生

「
驚
か
せ
な
い
・
急
が
せ
な
い
・
自
尊

心
を
傷
つ
け
な
い
」
の
３
つ
の
「
な
い
」

　

12
月
７
日
、「
認
知
症
と
ど
う

向
き
合
う
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

清
掃
会
館
で
学
習
交
流
会
を
も
ち

ま
し
た
。
講
師
は
三
多
摩
医
療

生
協
で
在
宅
療
養
支
援
を
行
っ

て
い
る
専
門
家
の
小
松
友
惠
さ
ん

で
す
。「
認
知
症
」
に
関
わ
る
貴

重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
つ
つ
も
、
実
り

あ
る
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、終
了
後
の
懇
親
会
で
も
「
認

知
症
」
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

認
知
症
に
対
す
る
誤
解

学習交流会

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の
心
得

講師の
小松友惠さん

活
習
慣
や
日
常
生
活
上
の
要
因
は

変
え
ら
れ
る
。
①
高
血
圧
、
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿
病
、
肥
満

な
ど
生
活
習
慣
病
、
②
喫
煙
、
③

大
量
飲
酒
、
④
無
趣
味
、
運
動
不

足
、
対
人
交
流
不
足
は
、
認
知
症

を
ま
ね
く
危
険
因
子
。
運
動
習
慣

の
あ
る
人
は
発
病
リ
ス
ク
が
少
な

く
、
趣
味
や
寄
り
合
い
等
で
対
人

関
係
の
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
も

大
事
。
も
の
忘
れ
や
多
少
の
認
知

機
能
障
害
が
あ
っ
て
も
、
生
活
習

慣
を
変
え
る
こ
と
で
改
善
で
き
る
。

　

認
知
症
を
完
全
に
元
へ
戻
す
こ

と
は
困
難
。
認
知
症
に
な
っ
た

ら
、
付
き
合
う
し
か
な
い
。
認
知

症
の
人
へ
の
対
応
の
基
本
は
、
①

認
知
症
の
症
状

老
化
と
認
知
症
の
違
い

認
知
症
の
サ
イ
ン

認
知
症
を
招
く
危
険
因
子

驚
か
せ
な

い
、
②
急
が

せ
な
い
、
③

自
尊
心
を
傷

つ
け
な
い
の

３
つ
の
「
な

い
」
が
ポ
イ

ン
ト
。
ま
ず

は
「
見
守
る
」

こ
と
が
大
事

と
の
こ
と
で

し
た
。

認
知
症
の
定
義

認
知
症
の
人
へ
の
対
応学習会終了後の懇親会でも

「認知症」が話題の中心に
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１月３０日新春の集い新春の集い
●日　時　１月 30 日（土）

12 時 30 分集合
12 時 45 分開催

●場　所　小石川後楽園
涵徳亭（かんとくてい）

●会　費　3,500 円
※参加する方は１月９日までに連

絡ください。
※小石川後楽園を散策する場合の

入園料は各自負担です。

　

12
月
７
日
に
第
３
回
幹
事
会
を
開
催
し
、

①
戦
争
法
廃
止
統
一
署
名
、②
新
春
の
集
い
、

③
演
芸
を
楽
し
む
会
、
④
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
企
画
準
備
、
⑤
10
周
年
記
念
行
事
企
画

準
備
等
を
議
論
し
ま
し
た
。

■
新
春
の
集
い

　

別
記
の
と
お
り
、
１
月
30
日
に
小
石
川
後

楽
園
「
涵
徳
亭
」
で
開
催
し
ま
す
。
名
園
を

な
が
め
な
が
ら
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
演
芸
を
楽
し
む
会

　

今
年
も
別
記
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。
３

月
17
日
を
お
さ
え
ま
し
た
。
会
費
は
弁
当
・

飲
物
付
で
２
千
円
で
す
。募
集
は
２
月
で
す
。

■
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

　

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
企
画
案
の
検
討

に
入
り
ま
し
た
。
４
月
の
中
旬
か
下
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

演芸を楽しむ会
●出し物　国立演芸場３月中席
●日　時　３月 17 日（木）

13 時開演
●会　費　2,000 円（弁当・飲物付）
　　　※２月に参加募集します。

演芸鑑賞３月１７日

　

10
月
30
日
、
都
庁
職
大

会
議
室
で
自
治
体
退
職
者

会
東
京
都
本
部
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
郷
会
長
は
、「
年
金
・

医
療
・
介
護
保
険
、
組
織

拡
大
等
の
取
組
み
と
と
も

に
、
安
保
法
制
・
原
発
再

稼
働
・
辺
野
古
新
基
地
反

対
等
の
闘
い
を
強
め
、
戦

後
憲
政
史
上
最
も
悪
質
な

政
治
を
進
め
る
安
倍
政
権
を
倒
す

た
め
、
参
議
院
選
ま
で
の
間
、
高

齢
者
の
声
を
結
集
し
叫
び
続
け
よ

う
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

決
定
し
た
活
動
方
針
の
柱
は
、

年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
の
充
実
、

平
和
と
民
主
主
義
の
闘
い
、
組
織

拡
大
の
取
組
み
強
化
等
で
す
。

　

な
お
、
庄
司
事
務
局
長
は
、
引

続
き
常
任
幹
事
と
し
て
活
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
、
都
庁
職
大

会
議
室
で
東
京
都
庁
退
職

者
連
合
会
第
13
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
会
長
は
、「
安
倍
政

権
を
退
陣
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
参
議
院
選
で
、
ね

じ
れ
を
作
り
出
す
た
め
、

自
治
労
組
織
内
候
補
の
必

勝
を
期
し
た
取
組
み
を
行

い
た
い
。
政
治
を
ひ
っ
く

り
返
す
。」
と
、
闘
う
方

向
を
示
し
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
で
は
、
①
沖

縄
の
米
軍
基
地
過
剰
負

担
、
②
企
業
が
世
界
一
活

動
し
や
す
い
国
づ
く
り
、
③
原
発

再
稼
働
、
④
社
会
保
障
の
切
捨
て
、

ア
メ
リ
カ
型
医
療
制
度
化
等
の
安

倍
政
治
と
の
対
決
を
闘
い
の
柱
に

据
え
る
こ
と
、
新
た
に
、
役
員
の

女
性
枠
設
定
に
よ
り
、
女
性
会
員

戦争法廃止・安倍退陣へ向けた運動強化を確認

自
治
体
退
職
者
会
都
本
部
第
26
回
定
期
総
会

の
拡
大
を
目

指
す
こ
と
等

を
決
定
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
会

長
以
下
四
役

は
全
員
留
任

す
る
人
事
案

も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

東
京
都
庁
退
職
者
連
合
会
第
13
回
定
期
総
会



４

清掃退職者会の２０１５年

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2015 年 12 月

　１月 14 日、東京清掃団
結旗開き。恒例の鏡開きは、
堀田・西川元委員長、戸張・
柳両副会長、吉田委員長と
当局側理事者により行われ
ました。

　１月 31 日、小石川後楽園涵徳亭で
「新春の集い」を開催。参加者 29 名中
初参加が８名と多く、久しぶりの再会
に話しの花が咲き、恒例の参加者の「ひ
とこと」で盛り上がり、爆笑の中、元
気の素を分ちました。

３月５日、「演
芸を楽しむ会」
を国立演芸場で
行い、家族を含
め17名が参加。
今年で３回目と
なり、定着して
きました。

３月 20 日、東京清掃主催の
退職者送別会。参加者が少な
く残念でしたが、「楽しい人生
だった」との参加者の弁にし
んみり。思い出深い会になり
ました。

４月 29 日の中央
メーデーは例年同
様代表参加とし、
５月１日の日比谷
メーデー中心に取
組みました。19名
参加。東京清掃本
部・女性部・青年
部と同じ梯団で、
退職者会旗を高々
と掲げて鍛冶橋ま
で元気に行進しま
した。

日比谷メーデー

中央メーデー

４月 23 日、恒例のお花見ウォーク。今
年は清水公園（野田市）でツツジと季節
の花めぐり。子どもたちが小さい頃遊ば
せた懐かしのアスレチック、ツツジの海、
「花ファンタジア」の数々の花との出会
い等楽しさ一杯。参加者は家族含め 17
名といつもより少なめでしたが、花見に
は絶好の天気にも恵まれ、「来て本当に
よかった。大満足。」との感想を寄せられ、
存分に春を満喫した一日になりました。

清水公園「花ファンタジア」にて

今年は戦争法との闘いに明け、そ
して暮れた年でした。１月早々か
ら戦争法の国会上程阻止の行動が
組まれ、特に５月の憲法集会で共闘
の枠組みが整って以降、毎週木曜
日の国会前行動等多くの行動が行
われました。退職者会は延べ56件・
320 人余の動員体制で闘いました。
来年も戦争法廃止へ頑張ります。

５・３憲法集会戦争法案廃案！
強行採決反対！ 7.18 大集会
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５月 21日に第８回定期総会。参
加会員は 32名。戦争法廃案や原
発再稼働反対などの社会的運動
の推進と組織拡大を２大目標に
定めた活動方針を確認。会員が
増えないことが悩みです。総会
後は和気あいあいの懇親会。９月 14日、地公三単産・地

公退高齢者集会、９月 15日
に全国高齢者集会。両集会
とも、戦争法案廃案と安倍
政権退陣の方針を鮮明にし、
15 日には国会請願デモを貫
徹しました。

今年は学習交流会を２回
開きました。９月７日に
「戦争法案と安倍政治」、
12 月７日に「認知症と
どう向き合うか？」を
テーマに学びました。

賃金確定総決起
集会で激励する
庄司事務局長

10 月 19 日に築地市場見学会。21 名
参加。中央市場退職者会の仲間に案内
していただき、青果物と水産物の仲卸
業者売り場や、競りの場所、活魚のい
けす、魚がし横丁を見学。昼食は「す
し鮮」で旨い寿司。ただし、今回の見
学で、築地市場の豊洲移転に対する疑
問がますます高まりました。

9.12 止めよう！
辺野古埋立・国会包囲

全日制市民の立場
を活かし、各種集
会・行動に積極的
に関わりました。

10.30 狭山事件の再審を
求める市民集会

労働者保護ルール改悪阻止
6.12 怒りの大集会（連合）

3.28 さようなら原発講演会

今年も東京清掃との連携強化

御岳山・綾広の滝

東京清掃組織・自治研集会

東京清掃定期大会

退職者会に、自主サークル
「歩こう会」が誕生。８月
19 日に御岳山ハイキング、
10 月 28 日に鎌倉アルプス
ハイキングが行われました。
「楽しかった」とのことです。

11 月 15 日から一泊で計
画していた旅行会は、参加
申込者が予定数を大きく下
回ったため、中止にしまし
た。旧退職者会時代より 30
年に及ぶ歴史を刻んできた
行事だけに残念です。

9.7 学習会「戦争法案と安倍政治」

12.7 学習会
「認知症とどう向き合うか？」

道田講師

小松講師
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地
公
退
は
９
月
２
日
、「
総
務
省

要
求
」
を
提
出
し
、
即
日
、
次
の

回
答
を
受
け
ま
し
た
。
民
主
党
政

権
当
時
と
違
い
、
都
合
の
悪
い
も

の
に
は
回
答
し
な
い
な
ど
、
反
動

性
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

被
用
者
年
金
一
元
化
法
等
に
よ

り
共
済
年
金
は
厚
生
年
金
に
統
合

さ
れ
、
職
域
部
分
を
廃
止
し
、「
年

金
払
い
退
職
給
付
」
を
設
け
た
。

今
後
も
、
関
係
者
の
意
見
も
十
分

伺
い
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

被
用
者
年
金
一
元
化
に
基
づ
き
、

地
方
自
治
体
勤
務
の
常
勤
職
員
も

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
。
平
成
28

年
10
月
か
ら
厚
生
年
金
加
入
要
件

の
週
所
定
労
働
時
間
を
30
時
間
以

上
か
ら
20
時
間
以
上
に
緩
和
、
短

時
間
労
働
者
の
厚
生
年
金
適
用
が

拡
大
さ
れ
る
。
地
共
済
法
非
適
用

者
の
社
会
保
険
適
用
は
総
務
省
通

知
に
よ
り
適
切
な
対
応
を
求
め
た
。

　

名
目
年
金
額
を
減
額
し
な
い
よ

う
要
求
→
回
答
な
し
。

　

年
金
制
度
は
、
年
金
生
活
者
の

理
解
を
十
分
に
得
る
必
要
が
あ
り
、

制
度
改
正
に
当
た
っ
て
は
財
政
検

証
の
オ
プ
シ
ョ
ン
試
算
結
果
等
も

踏
ま
え
つ
つ
、
年
金
部
会
等
で
十

分
な
議
論
を
行
い
た
い
。

(1)
被
用
者
年
金
一
元
化
後
の
厚
生

年
金
保
険
給
付
積
立
金
の
運
用
は
、

昨
年
７
月
に
策
定
し
た
「
積
立
金

基
本
指
針
」
で
、
管
理
積
立
金
の

運
用
は
、
厚
生
年
金
保
険
事
業
の

共
通
財
源
と
し
て
一
体
性
を
確
保

し
つ
つ
、
自
主
性
を
発
揮
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

(2)
国
連
の
責
任
投
資
原
則
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
社
会
的
責
任
投
資
は
、

地
公
共
済
組
合
連
合
会
と
市
町
村

共
済
組
合
連
合
会
で
実
施
し
て
お

り
、 

地
方
公
務
員
共
済
組
合
全
体

で
の
検
討
が
進
む
と
考
え
て
い
る
。

　

追
加
費
用
の
削
減
は
、
本
人
負

担
が
少
な
か
っ
た
恩
給
期
間
分
を

負
担
に
見
合
う
水
準
に
す
る
も
の
。

沖
縄
の
追
加
費
用
期
間
が
長
い
の

は
、
沖
縄
以
外
の
地
共
済
法
適
用

が
昭
和
37
年
12
月
、
沖
縄
は
昭
和

41
年
７
月
か
ら
な
の
で
、
恩
給
期

間
が
違
う
た
め
だ
。
追
加
費
用
削

減
は
、
①
減
額
率
上
限
は
恩
給
期

間
を
含
む
共
済
年
金
全
体
の
10
％
、

②
年
230
万
円
以
下
の
給
付
は
減
額

し
な
い
措
置
を
講
じ
た
。

　

介
護
基
盤
の
整
備
は
、
地
方
財

政
措
置
に
加
え
、
地
域
医
療
介
護

総
合
確
保
基
金
に
よ
る
財
政
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
。
基
金
は
各
都

道
府
県
に
設
置
さ
れ
、
財
源
は
消

費
税
増
収
分
に
よ
り
措
置
さ
れ
、

平
成
27
年
度
か
ら
介
護
分
も
対
象

と
な
っ
た
。
総
務
省
は
、
所
要
の

国
費
確
保
や
地
方
財
政
措
置
を
講

じ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
基
盤
の

計
画
的
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

　

生
活
保
護
基
準
の
復
元
な
ど
を

要
求
→
回
答
な
し
。

　

個
人
情
報
の
漏
洩
・
成
り
す
ま

し
等
の
防
止
策
を
確
立
し
、 

侵
害

が
生
じ
た
場
合
の
制
裁
・
補
償
の

ル
ー
ル
の
強
化
、
社
会
保
障
の
負

担
と
給
付
に
関
す
る
個
人
会
計
と

の
完
全
遮
断
を
要
求
→
回
答
な
し
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
公
的
国
民
皆
保
険
・

自
主
共
済
等
を
危
機
に
さ
ら
し
、

農
林
水
産
業
に
打
撃
を
与
え
、
地

域
産
業
育
成
等
国
内
ル
ー
ル
を
破

壊
す
る
。
撤
退
要
求
→
回
答
な
し
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
地
方
分
権
、

再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
・
普
及
、
脱
原
発
社
会
の
実

現
を
要
求
→
回
答
な
し
。

年
金
・
介
護
・
税
制
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
脱
原
発
等

地
域
包
括
ケ
ア

 

生
活
保
護

社
会
保
障
・
税
番
号

 

Ｔ 

Ｐ 

Ｐ

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

被
用
者
年
金
適
用
拡
大

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

年
金
積
立
金
運
用

追
加
費
用
削
減

年
金
の
制
度
設
計

保
険
料
拠
出
期
間
延
長
等
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今
年
の
特
別
区
人
事
委
勧
告
は
、

２
年
連
続
の
引
上
げ
で
し
た
が
、

上
位
職
層
に
手
厚
く
配
分
す
る
一

方
、
一
般
職
員
の
給
料
表
改
訂
を

抑
制
、
職
員
間
の
差
別
を
拡
大
す

る
構
造
と
し
、
勤
勉
手
当
の
一
律

拠
出
対
象
職
員
を
全
職
員
へ
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
拠
出
割
合
の
引

上
げ
に
言
及
し
て
い
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、

23
区
当
局
が
「
区
現
業
は
国
・
民

間
に
比
べ
て
賃
金
水
準
は
高
い
」

と
執
拗
に
主
張
、
成
績
主
義
の
強

化
に
固
執
し
、
組
合
要
求
に
応
え

よ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
難
航
し

ま
し
た
が
、
11
月
19
日

に
よ
う
や
く
解
決
し
ま

し
た
。

　

妥
結
内
容
は
、
①
引

上
げ
勧
告
の
完
全
実

施
、
②
07
賃
金
で
９
％

削
減
を
受
け
た
際
導
入

さ
れ
、
長
年
に
亘
り
実

質
的
な
昇
給
が
で
き
な

い
「
切
替
調
整
措
置
」

　

11
月
29
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

で
行
わ
れ
た
「
辺
野
古
に
基
地
は
造

ら
せ
な
い
！
大
集
会
」
は
、
４
５
０
０

人
が
参
加
、
沖
縄
現
地
の
闘
い
に
熱

く
連
帯
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
か
ら
「
全
国
動
員
の
海
上
保

安
庁
に
暴
力
を
受
け
て
ケ
ガ
人
が
多

数
出
て
い
る
。
警
視
庁
の
機
動
隊
も

来
て
い
る
。」
と
い
う
報
告
が
あ
り
、

「
国
際
人
権
規
約
の
自
己
決
定
権
に

基
づ
き
、
沖
縄
の
基
地
問
題
は
沖
縄

の
自
己
決
定
を
尊
重
す
べ
き
。」
と

い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
集
会
後
、

銀
座
を
デ
モ
行
進
し
、「
辺
野
古
新

基
地
建
設
反
対
」
を
訴
え
ま
し
た
。

東京清掃2015賃金確定

に
つ
い
て
、
切
替
に
よ
る
昇
給
の

４
号
抑
制
を
３
号
に
緩
和
さ
せ
、

昨
年
に
引
続
き
、
昇
給
可
能
な
道

を
確
保
（
た
だ
し
、
最
高
号
給
以

上
の
組
合
員
は
改
善
な
し
）、
③

勤
勉
手
当
の
成
績
率
、
分
限
処
分

の
よ
る
降
給
制
度
は
当
局
提
案
ど

お
り
、
④
再
任
用
給
料
表
は
一
律

１
１
０
０
円
増
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

厳
し
い
状
況
の
中
で
よ
く
頑

張
っ
た
と
い
え
ま
す
。
退
職
者
会

は
、
現
役
世
代
の
応
援
団
と
し
て
、

東
京
清
掃
の
３
波
の
決
起
集
会
を

激
励
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
現
役

世
代
の
応
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２年連続切替調整措置改善

庄司事務局長の
激励挨拶

ン
グ
。
▼
10
月
30
日
、
都
庁
で
都
庁

退
役
員
会
。
役
員
の
庄
司
事
務
局
長
と

岩
渕
会
計
監
査
が
出
席
。
▼
同
日
、
都

庁
で
自
治
退
都
本
部
定
期
総
会
。
代
議

員
は
戸
張
副
会
長
と
柳
副
会
長
。
庄
司

事
務
局
長
が
役
員
で
出
席
。
▼
10
月

31
日
、
戸
枝
会
計
が
故
石
川
幸
男
さ
ん

の
遺
族
を
訪
ね
弔
意
を
表
す
。
▼
11

月
18
日
、
都
庁
で
都
庁
退
定
期
総
会
。

代
議
員
は
戸
張
副
会
長
、
柳
副
会
長
、

戸
枝
会
計
、
吉
田
幹
事
。
庄
司
事
務
局

長
と
岩
渕
会
計
監
査
が
役
員
で
出
席
。

▼
東
京
清
掃
賃
金
確
定
第
二
波
（
地

連
別
）
決
起
集
会
（
11
月
９
日
・
10
日
・

13
日
）
第
三
波
総
決
起
集
会
（
11
月

17
日
）
に
参
加
。
▼
12
月
７
日
、
第

６
回
三
役
会
。
▼
同
日
、
第
３
回
幹

事
会
。
▼
戦
争
法
案
反
対
等
の
集
会
・

＊
10
月
27
日
の
第
５
回

三
役
会
か
ら
12
月
７
日

の
第
３
回
幹
事
会
ま
で

▼
10
月
27
日
、
合
同
専

門
部
会
で
親
睦
旅
行
中

止
と
今
後
の
対
応
等
検

討
。
▼
10
月
28
日
、
歩

こ
う
会
10
月
の
行
事
、

鎌
倉
ア
ル
プ
ス
ハ
イ
キ

退職者会
活動日誌

行
動
に
延
べ
20
名
参
加
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務

局
業
務
は
７
回
。
行
事

企
画
、
機
関
紙
・
定
例

連
絡
等
送
付
等
を
行
う
。

辺野古に基地は造らせない！
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安心総合共済
加入申込は９月末日まで可能

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
全
日
本

自
治
体
退
職
者
会
が
取
り
扱
う
会

員
向
け
の
損
害
保
険
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
の
補
償
対
象

は
、
①
交
通
事
故
を
含
む
ケ
ガ
を

し
た
と
き
な
ど
の
「
傷
害
事
故
」、

②
他
の
方
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、

器
物
を
損
傷
し
た
と
き
な
ど
の
法

律
上
の
「
賠
償
事
故
」、
③
外
出
時

に
お
け
る
身
の
回
り
品
の
損
害
等

の
「
携
行
品
損
害
」、
④
個
人
賠
償

で
は
補
償
さ
れ
な
い
「
預
か
り
品

の
賠
償
責
任
」
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
関
連
の
オ
プ
シ
ョ
ン
も

保
険
や
ゴ
ル
フ
保
険
の
要
素
も
併

せ
持
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
一

般
的
保
険
で
は
対
象
外
の
「
預
か

り
品
の
賠
償
責
任
」
も
補
償
の
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
70
歳
の

年
齢
制
限
が
つ
い
て
い
ま
す
が「
が

ん
補
償
」（
オ
プ
シ
ョ
ン
）
も
付
い

て
い
ま
す
。
①
緊
急
医
療
相
談
、

②
医
療
機
関
案
内
、
③
予
約
制
専

門
医
相
談
の
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ

ス
ト
」
も
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
団
体
割

引
で
最
高
レ
ベ
ル
の
３
割
引
き
が

適
用
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
年
齢

構
成
を
考
慮
す
れ
ば
、
掛
金
も
安

く
、
加
入
に
あ
た
り
年
齢
制
限

が
な
く
、
医
師
の
審
査
も
不
要

（
が
ん
補
償
を
除
く
）
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

新
規
加
入
を
希
望
す
る
方

は
、「
安
心
総
合
共
済
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
」
の
「
資
料
請
求
ハ
ガ

キ
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
自
治
労

サ
ー
ビ
ス
よ
り
加
入
に
必
要
な

書
類
が
送
ら
れ
ま
す
。

　買ったばかりの一眼レフ
カメラを公園で撮影中に落
としてしまい大破。メーカー
から修理困難の報告があり、
目の前が真っ暗になったが、
保険請求したところ、ほぼ
購入時の金額が補償された。
小売価格の下落もあって、
補償額を下回る金額で買換
えができたため、お得感が
一層増した。

　妻が買物で歩行中、道路
の段差で捻挫。通院５回で
一応完治という軽傷だった
が、保険を請求したところ、
５回分の通院補償が給付さ
れた。通院１日目からの補
償はメリットだと思った。

　今年は散々だった。帯状
疱疹になったり、足を骨折
したり。足の骨折では４ヶ
月近くもの通院を強いられ
た。自治退の「安心総合共
済」のことは聞いていたが、
自分が大ケガをするなんて
思いもよらず加入していな
かったことが返す返すも残
念。今回こそは加入したい。

加入検討中のＣさん

加入者の声（Ｂさん）

加入者の声（Ａさん）

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
９
月
末
ま
で

毎
月
加
入
が
可
能
で
す
の
で
、
他
の
保

険
か
ら
切
換
え
る
場
合
も
安
心
で
す
。

加
入
に
つ
い
て
是
非
検
討
し
て
く
だ
さ

■４つの基本補償

①障害事故
　日常生活における偶
然な外来の事故により
ケガをした場合

②賠償事故
　日常生活における法
律上の賠償事故（同居
の家族も補償）

③携行品損害
　住宅外で被保険者所
有の携行品が偶然な事
故で損傷した場合

④受託品賠償責任
　他人からの預かり品
やレンタル用品などに
対する賠償事故が対象

あ
り
、
旅
行

い
。
加
入

に
関
す
る

問
合
せ
は

清
掃
退
職

者
会
へ
。


